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テラビット情報ナノエレクトロニクス（２１世紀ＣＯＥ）から

世界標準化にむけて

広島大学大学院先端物質科学研究科

　量子機能電子工学講座

　　　極微細デバイス工学研究室

教授　三　浦　道　子（0824-24-7643）

助手　上　野　弘　明（0824-24-7637）

　昨年１１月報道発表した「次世代回路シミュレーションモデル HiSIM」がいよ いよ世界標準化に

向けて審査を受けることになる。

　今年１２月９日～１１日米国サンフランシスコ市にて開催される世界で最も権 威ある国際素子

会議で，三浦教授が招待講演の名誉を授かった。

　これを受けて会議終了後１２月１２日開催されるＣＭＣ（Compact Modeling Council）会議で，

HiSIMの世界標準化に向けた審査を開始する要求を出す。来年 の春には審査結果がまとまるよ

う上記研究室では期待している。

● HiSIMについて

　　（上記研究室と（株）半導体理工学研究センターが共同開発）

　MOSFET（シリコン電界効果トランジスタ）モデルは新しいデバイスを試作する 際に指針を与え

ると同時に，既存のデバイスも含めてこれを回路に応用する際に 不可欠である。従って世界をリ

ードするモデルの開発は，デバイス開発の方向を 摸索し，更に設計資産を構築していく上で重要

である。

　現在世界の標準となっているCalifornia大学Berkeley校の開発したBSIMで，基 本となっている

式が物理的に正しく導かれてなく，モデルパラメータも３００個 以上を用いてデバイス特性が記述

されている。BSIMの問題点は多くの機関 から指摘されているが，これに代わるモデルの開発に

までには至ってなかった。そ こで三浦研究グループは既存の概念から離れて，物理に基づくモデ

ルの開発を試 みた。

　１９９８年から三浦研究グループは半導体理工学研究センターとの共同研究で Post BSIMを狙

ったモデルの完成を開始した。このモデルはHiSIM1.0と名付けら れ，２００１年１１月記者会見で

発表また翌年１月フリーソフトとして世界にリ リースされた。これを受けて半導体理工学研究セン

ター内にHiSIMコンソーシア ムが発足し，ナノスケール時代の世界標準にすべく産業界の取り組

みが始められ た。世界の大手のベンダー９社がコマーシャルソフトとして２００２年度リリー ス

（Synopsis HSPICE（旧 Avant!）等１２月末で数社がリリース済み）を急い でいる。次世代の共同

研究申込みが各国の研究機関，研究者からあり，上記研究 室を中心とした国際研究開発体制

ができつつある。

　以下補足説明
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１．（長広恭明・日経マイクロデバイス２００１年１２月号より抜粋）米国の独 壇場だったこの分野

で日本発の技術が通用する可能性が出てきた。現在，トラン ジスタ・モデルとしては米国

University of California, Berkeley校が開発し た「BSIM」が知られている。しかしこのモデルはキャ

リアのドリフト現象だけを 考慮しているため，実際のトランジスタで起きている物理現象を正確に

再現でき ていない。０．１３μｍ以降は精度が不足する可能性がある。しかもパラメータ が４００

個と多くなるためパラメータ抽出に４日もかかる。これに対しHiSIMは ドリフト現象に加え拡散現象

も取り込んだモデルであり，０．１～０．０７μｍ に対して高精度を達成でき，パラメータが７１個に

減るため抽出にかかる時間も １２時間程度で済む。半導体理工学研究センターの株主企業であ

るNECによる評 価結果は良好という。高精度モデルでは計算時間が長くなるという問題が起きや

すいが，システムLSIの各ブロックの回路シミュレーションを実施したところ２ 週間程度と従来モデ

ルと同等であった。

２．（半導体理工学研究センター２００２年３月発表）２００２年１月にインター ネットを通して一般公

開し，３０日後には世界中から１２０件のダウンロードが 確認されている。


